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論文の内容の要旨

　この論文は寒冷前線が中部山岳を通過した後，山岳の風下の関東平野上空に水蒸気量の多い空気塊が取り

残され，さらにこの地域において積雲対流が発生・発達し降水をもたらすことがあることを観測と数値シミュ

レーションの両面から明らかにしたものである。水平規模の小さい水蒸気の挙動は，衡星観測を含む過去の

観測手法では把握することがむずかしいが，この研究では国土地理院が設置しているGPSデータを独自に

解析し，時聞空間分布の高い水蒸気量の変動を把握した。30分ごとの可降水量を関東周辺の400地点にお

いて取得し，寒冷前線の山越えプロセスとそれによる水蒸気輸送を考察した。またアメダスや降雨レーダに

よる降水データと照合し，このときに発生した局所的な降水の実態を解明した。さらに数値実験によって，

関東平野における高い可降水量の持続と降水の発生を再現した。その結果，寒冷前線の通遇後に下層風の中

部山岳の迂回が見られた。また申部山岳の高さを変化させた実験により，山岳の影響により変形された下層

風が，関東平野における高い可降水量の持続をもたらしていることがわかった。現在利用されている予報モ

デルではこのメカニズムによる予測は難しいが，空間分解能を飛躍的に向上させることにより予報が可能と

なると考えられる。

審査の結果の要旨

　前線が通過するときには常にこのようなことが起こるわけではなく，むしろ少数事例である。しかし，こ

れまでの技術では予報が難しい現象であることから，この降水システムを解明し，予測の道を開拓した本研

究の意義は極めて高い。この研究では，GPS観測網から得られる高時間分解能の可降水量データから，メ

ソ降水システムの発生にかかわる高可降水量域の出現を検出した。このような新しいデータとそれによる解

析手法は，降水の短期予報の精度向上に大きく貢献するものと考えられる。この論文は，新しい観測手法に

より新しい現象の発見をもたらしたものであり，複雑地形近傍における降水システムの研究の流れに大きな

インパクトを与えうる，優れた論文であると判断できる。なお，この研究は関連学会では高い評価を受けて
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おり，その一部はすでに国際的な一流誌に掲載されている。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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